
 

 

新年度にあたり  

『安心して暮らせる地域社会創りへさらなる一歩を！』 

理事長 小暮 悦子  

 子ども支援の「ちょこっと」さんと今年度で２年目の連携とな

り、大きな助成金を頂き、「寄り添う支援」を担っていく支援者を

増やすために、「高齢者との関わり方ボランティア講座」（3回連続

企画）や「ボランティア送迎講座」、「コンサート」、「隣る人」シリ

ーズの「障害の人達と共に生きる地域社会と題しての講座」等、と

ぎれなく学ぶ機会、知る機会を提供していこうと思っております。

これは、佐野社協「赤い羽根共同募金地域ささえ合い活動助成金」

や WAM【（独法）福祉医療機構】助成を基に、地域の皆様に 23 年のまごの手の制度外の活動を通して安心して暮らせる地域

社会とは？元気に生きるヒントとは何か？を伝える大きなチャンスになると思うからです。そのほかにも新事業としてちょ

こっとさんとの共同企画【みんなの居場所 とんとんとん】を開設致しまし

た。週 1（火か木）10:00～15:00 どなたでも、ひまつぶしに、運動途中の休

憩に、赤ちゃん連れのお母さんの一休みに、本を読みたい方、話したい方、

さまざまな自分の時間を過ごしながらゆるーいつながりが出来ればと願って

おります。認定 NPO 法人「まごの手」を支えてくださっている賛助会員の皆

様、そして活動現場そのものを支えてくださっている利用者の皆様、活動会

員の仲間の変わらぬご支援、本当にありがとうございます。報告になります

が、皆様の支援があっての認定 NPO 法人です。この認定という団体であるゆ

えに、今年度はご寄付 30 万円を栃木こすもす様※ より頂く事が出来まし

た。ホームページの刷新などにも役立てていきたいと思っております。私たちが活動の柱にしてきた、寄り添いの支援、人

と人とのつながりの中での安心安全に暮らせる地域社会作りのための活動に、ご理解と更なるご支援をお願い 

いたします。また、共に活動してくれる仲間を募集しておりますので、よろしくお願いいたします。  

※栃木市に本社のある、認定葬儀社です。  

 

【高齢者との関わり方・ボランティア講座】第 1回開催   
 6 月 29 日（土）午後 1:30～3:00 佐野市市民活動センターここねっとサロ

ンにて、まごの手主催による 3回連続企画の第 1回「高齢者の生の声を聴こ

う」が開催され、27 名の方が受講しました。第 1部事例発表では、まごの

手運営の居場所「ふれあいハウスたんとんとん」の利用者さんとボランティ

アさん、小暮理事長の発表、第 2部は日光市にある「認定 NPO 法人ウェー

ブ」を設立し、介護事業も含めた地域

福祉の推進の為に活動を続けてこられ

た前理事長の芳賀マサ子様の話。みな

さん熱心に聴き入っていました。  
 次回（第 2回）は「高齢者を支えるひ

とりとして」8月 3日（土）午後 1:30 

～3:00 同会場にて開催（詳細はチラシ

をご参照ください）皆様、ぜひご参加ください。  
なお、この 3 回の講座は、「赤い羽根共同募金地域ささえ合い活動助成金」を活用して

実施しています。  
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令和６年度「まごの手」総会終わる  
 ６月２日令和６年度「特定非営利活動法人まごの手」の 

通常総会が開催。下記議事が可決終了いたしました。  

（議事）  

第１号議案 令和５年度事業報告  

第２号議案 令和５年度活動報告及び監査報告

第３号議案 令和６年度事業計画 

第４号議案 令和６年度活動予算  

～第 1回講座参加者の感想～  

・どの内容も分かりやすかった。スキマ支援

の大切さを実感した。  

・居場所を増やすことが今後の課題だ。「一

人で考え込まず、互いがつながり合う事でピ

ンチがチャンスに代わる」という話が印象的

だった。大変参考になった。  

・「ボランティアについて堅苦しく考えてい

たが、できることから少しでも始めればいい

のだ」と気が楽になった。   

など感想が寄せられました。  

  

  


